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明
治
以
来
の
歴
史
を
誇
る

国
際
子
ど
も
図
書
館

国
の
建
築
物
の
整
備
は
、
一
部
の
特
殊
な

施
設
な
ど
を
除
い
て
、
建
築
の
専
門
家
集
団

で
あ
る
国
土
交
通
省
の
営
繕
部
が
一
元
的
に

実
施
し
て
お
り
、
各
施
設
に
入
居
す
る
各
省

庁
の
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
、
施
設
の
建
設

工
事
や
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
国
際
子
ど
も
図
書
館
」
の
工
事
に
つ
い
て

も
、
関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
が
設
計
、
建

設
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

上
野
公
園
の
緑
豊
か
な
地
域
に
あ
る
国
際

子
ど
も
図
書
館
は
、
威
風
堂
々
と
し
た
外
観

の
西
洋
建
築
で
す
。
今
か
ら
1
0
0
年
以

上
前
の
明
治
39
年
に
帝
国
図
書
館
と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。

国
家
の
近
代
化
を
図
っ
て
い
た
明
治
政
府

は
、
帝
国
図
書
館
を
東
洋
一
の
図
書
館
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
、真
水
英
夫
（
文
部
技
師
）

を
当
時
世
界
最
先
端
だ
っ
た
米
国
・
シ
カ
ゴ

の
ニ
ュ
ー
ベ
リ
ー
図
書
館
に
派
遣
し
視
察
さ

せ
ま
し
た
。
帰
国
後
に
描
か
れ
た
構
想
は
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
建
物
を「
ロ
の
字
型
」

に
配
置
し
、
中
央
に
は
中
庭
を
持
つ
と
い
う

壮
大
な
も
の
で
し
た
。

最
初
に
完
成
し
た
の
は
側
面
の
建
物
。
現

在
の
国
際
子
ど
も
図
書
館
本
館（
レ
ン
ガ
棟
）

で
す
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
建
設

は
中
断
。
そ
の
後
、
昭
和
4
年
に
一
部
増
築

し
た
も
の
の
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し

て
い
く
な
か
で
、
さ
ら
な
る
増
築
が
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
上
野

図
書
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
が
、
次
第
に
、
国
内
に
お
け
る
児
童
書
の

研
究
や
子
ど
も
の
国
語
力
強
化
支
援
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
で
初

め
て
の
児
童
書
専
門
の
国
立
図
書
館
と
し

て
、
こ
の
支
部
上
野
図
書
館
を
改
築
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
「
国
立

国
会
図
書
館
　国
際
子
ど
も
図
書
館
」
と
し

て
開
館
以
来
、
児
童
書
の
永
久
保
存
、
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
、
研
究
・
研
修
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
は
、
国
際
子
ど

も
図
書
館
開
館
に
伴
う
増
築
工
事
を
手
が
け

ま
し
た
。
設
計
は
世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る

安
藤
忠
雄
氏
と
日
建
設
計
の
設
計
共
同
体
で

し
た
。
こ
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
歴
史
あ
る

建
物
を
保
存
・
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
し
て
の
新
し

い
機
能
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
図
書
で

書
庫
は
限
界
に

し
か
し
、
こ
の
「
レ
ン
ガ
棟
」
で
所
蔵
で

き
る
本
は
約
40
万
冊
で
あ
り
、
平
成
24
年
に

は
限
界
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
は
「
納
本
制
度
」

を
と
っ
て
お
り
、
出
版
社
が
発
行
し
た
本
を

納
本
し
、
図
書
館
は
永
久
に
こ
れ
を
保
存
す

る
と
い
う
規
定
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
は
増
え
続
け
る
一
方
な

の
で
す
。

新
た
な
建
物
の
必
要
性
か
ら
計
画
さ
れ
た

の
が
「
ア
ー
チ
棟
」
で
す
。
敷
地
内
に
あ
っ

た
職
員
宿
舎
を
取
り
壊
し
、
そ
こ
に
レ
ン
ガ

棟
と
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
、
地
上
3
階
地
下

2
階
の
新
館
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

設
計
は
レ
ン
ガ
棟
の
増
築
と
同
じ
く
、
安

藤
忠
雄
氏
と
日
建
設
計
の
設
計
共
同
体
。
安

藤
氏
の
建
築
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
壁
と
中
庭
に
面
し
た
ガ

ラ
ス
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
構
成
す
る
力

強
い
空
間
の
建
築
が
提
案
、
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
書
庫
の
収
蔵
能
力
は
約
65
万
冊
で
す
。

1 国際子ども図書館の外観。
2 1階「世界を知るへや」は
旧帝国図書館時代の貴賓室
（きひんしつ）を改築した。
天井の漆喰装飾（しっくいそ
うしょく）や床板の寄木細工
（よせぎざいく）など当時の
内装を可能な限り修復・保
存している。
3 3階「本のミュージアム」
前のラウンジ。旧帝国図書
館時代に西向きの外壁だっ
た場所は、ガラスに囲われる
形で通路になった。当時の
細やかな造形を目の前で楽
しむことができる。
4 明治39年に帝国図書館
が竣工した直後の3階普通
閲覧室（現在の「本のミュー
ジアム」）。多くの人が利用
し、にぎわっていた。

1

2

3

4

現
場
力

業
務
密
着
ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE

34

関東地方整備局
営繕部

本
の
プ
ロ
が

納
得
で
き
る

建
築
を
目
指
し
て

蔵
書
の
増
大
に
伴
い
、増
築
棟
の
建
設
が
決
ま
っ
た
国
際
子
ど
も
図
書
館
。

一
般
の
図
書
館
と
は
異
な
る「
永
久
保
存
」の
要
件
に
応
え
る
た
め
、

施
設
の
管
理
・
使
用
者
と
密
な
協
力
関
係
を
築
き

奮
闘
す
る
職
員
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

使
用
者
と
の

密
な
対
話
で
実
現
す
る

国
立
国
会
図
書
館

国
際
子
ど
も
図
書
館
増
築
棟
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の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
重
要
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

工
事
現
場
だ
け
で
な
く

周
囲
へ
の
配
慮
も
重
要

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
増
築
工
事
に
お
い

て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
限
ら
れ
た

敷
地
内
で
の
工
事
に
必
要
な
資
材
置
き
場
や

工
事
事
務
所
の
確
保
で
し
た
。
レ
ン
ガ
棟
と

ア
ー
チ
棟
の
間
に
は
、
平
成
14
年
の
全
面
開

館
時
に
完
成
し
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
工
事
で
は
、
そ
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
資

材
置
き
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
事

務
所
は
レ
ン
ガ
棟
正
面
の
車
寄
せ
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
3
階
建
て
の
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
、
必
要
な
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
ま
し
た
。

工
事
現
場
の
敷
地
に
は
、
東
京
藝
術
大
学

や
国
立
教
育
政
策
研
究
所
と
い
っ
た
教
育
関

連
機
関
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
周
辺
機
関
と

の
調
整
を
担
当
し
た
の
は
建
築
工
事
監
督
の

岩
井
葵
で
す
。

「
隣
接
す
る
教
育
関
連
施
設
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
授
業
や
研
修
、
演
奏
会
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
静

か
な
環
境
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
工
事
を
進
め
る
う
え
で
は
、
ど
う

し
て
も
大
き
な
音
、
振
動
、
埃
、
臭
い
が
発

生
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
施
設
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障
が
生
じ
な
い
時
期
、
時

間
に
工
事
を
行
う
よ
う
調
整
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
た
際

に
、
狭
い
敷
地
の
中
で
は
資
材
の
搬
出
入
が

ま
ま
な
ら
な
い
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
、
隣

接
の
東
京
藝
術
大
学
の
敷
地
を
お
借
り
し
て

ク
レ
ー
ン
作
業
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
隣
接
す
る
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な

し
に
、
こ
の
工
事
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

丁
寧
な
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
が

仕
事
の
質
も
個
人
の
技
量
も

向
上
さ
せ
る

平
成
24
年
2
月
に
始
ま
っ
た
ア
ー
チ
棟

の
建
設
は
、
今
年
の
6
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
41
カ
月
に
及
ぶ
工
事
期
間
に
、
延
べ

4
万
6
0
0
0
人
も
の
人
々
が
携
わ
り
ま

し
た
。

明
治
期
の
日
本
政
府
が
東
洋
一
の
図
書
館

を
目
指
し
建
設
し
た
レ
ン
ガ
棟
。
当
初
の
計

画
を
踏
ま
え
て
設
け
ら
れ
た
中
庭
。
そ
し

て
、
現
代
の
建
築
の
粋
を
集
め
て
建
て
ら
れ

た
ア
ー
チ
棟
。
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
書

物
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
0
0
年
以
上
の
時
を
経
て
、
完
成
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
レ
ン
ガ
棟
は
東
京
都
の
歴
史
的
建
造
物
に

も
指
定
さ
れ
る
文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
で

す
。
そ
の
新
館
で
あ
る
ア
ー
チ
棟
を
建
て
る

仕
事
に
携
わ
れ
た
の
は
光
栄
な
こ
と
で
す
」

（
小
林
）

「
営
繕
部
が
手
が
け
る
工
事
案
件
は
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
施
設
の
管
理
・
使
用
者
と
の
密

接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

各
省
庁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
が
あ
り
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ

の
意
図
を
理
解
し
、
建
築
物
に
反
映
す
る
。

今
回
の
ア
ー
チ
棟
建
設
で
も
厳
し
い
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
く
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
困
難
な
内
容
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
私

自
身
も
少
し
成
長
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
齋
藤
）

関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
は
今
日
も
使
用

者
、現
場
で
働
く
事
業
者
、敷
地
周
辺
の
方
々

と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
公
共
施
設
を
実
現
す
る

た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

漏
水
だ
け
で
は
な
く
、
湿
度
に
も
厳
し
い

基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
室
内
に
換
気
装
置

が
設
置
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二

重
壁
の
中
に
室
内
か
ら
の
空
気
を
循
環
さ

せ
、
壁
と
壁
の
間
の
湿
度
も
抑
え
る
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
設
計
の
担
当
で
あ
り
、
要
望
の
調
整

に
あ
た
っ
て
き
た
保
全
指
導
・
監
督
官
の
齋

藤
公
治
は
こ
う
語
り
ま
す
。

「
図
書
館
の
専
門
家
の
方
々
は
、
本
を
永
久

保
存
す
る
と
い
う
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
起
こ
り
う
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
へ
の
予
測
も
し
て
い
ま

す
。
厳
し
い
要
望
に
対
し
て
、提
案
を
行
い
、

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
議
論
す
る
。
そ

関東地方整備局 営繕部
整備課
保全指導・監督官
齊藤 公治

関東地方整備局 営繕部
保全指導・監督室
保全指導係
岩井 葵

関東地方整備局 営繕部
保全指導・監督室
保全指導・監督官
小林 克己

納品された資材が、発注書と誤差がないか測定、確認する。
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「
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コ
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ー
チ
棟
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建
築
基
準

法
の
高
さ
の
制
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し
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ら
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か
っ
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た
め
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地
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階
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書
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書
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だ
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い
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い
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望
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国
会
図
書
館
側
か
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示
さ
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た
の
で
す
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営
繕
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で
は
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こ
れ
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建
築
の
知
見
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か
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が
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設
計
を
担
当
す
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日
建

設
計
と
具
体
的
な
構
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検
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し
た
。

地
下
階
は
土
中
に
あ
る
た
め
、
雨
が
降
れ
ば

現
場
で
主
と
な
る
建
築
工
事
の
主
任
監
督

で
責
任
者
と
し
て
各
方
面
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者
と
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調
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き
た
の
が
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保
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監
督

官
の
小
林
克
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。
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会
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﹄﹃
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い
う
3

分
野
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つ
い
て
、
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れ
ぞ
れ
高
度
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
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ル
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す
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い
た
要
望
を
理
解
し
応
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出
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が
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リ
ア
ル
タ
イ
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。
そ
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繰
り
返
し
で
す
」

新たに増築したアーチ棟は、国際子ども図書館の北側に位置
し、レンガ棟と調和したデザインになっている。互いは2階の連
絡通路でつながり、スムーズに移動できる。
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地下の書庫は、漏水と湿度の管理において一般の建築物よりもはるかに厳
しい水準が求められた。二重の壁（左）は土中の水分が室内に染み込むの
を防止する。また、室内の壁には各所に換気口があり、結露などで室内に
水滴が生じるのを防止している。

アーチ棟には、充分な書庫の空間が求められるが、建
物の高さ制限があったため、地下に広い空間をとった。
アーチ棟の地下1・2階だけで約65万冊の書物を保管
できる。
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の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
重
要
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

工
事
現
場
だ
け
で
な
く

周
囲
へ
の
配
慮
も
重
要

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
増
築
工
事
に
お
い

て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
限
ら
れ
た

敷
地
内
で
の
工
事
に
必
要
な
資
材
置
き
場
や

工
事
事
務
所
の
確
保
で
し
た
。
レ
ン
ガ
棟
と

ア
ー
チ
棟
の
間
に
は
、
平
成
14
年
の
全
面
開

館
時
に
完
成
し
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
工
事
で
は
、
そ
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
資

材
置
き
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
事

務
所
は
レ
ン
ガ
棟
正
面
の
車
寄
せ
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
3
階
建
て
の
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
、
必
要
な
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
ま
し
た
。

工
事
現
場
の
敷
地
に
は
、
東
京
藝
術
大
学

や
国
立
教
育
政
策
研
究
所
と
い
っ
た
教
育
関

連
機
関
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
周
辺
機
関
と

の
調
整
を
担
当
し
た
の
は
建
築
工
事
監
督
の

岩
井
葵
で
す
。

「
隣
接
す
る
教
育
関
連
施
設
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
授
業
や
研
修
、
演
奏
会
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
静

か
な
環
境
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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、
工
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を
進
め
る
う
え
で
は
、
ど
う

し
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大
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、
振
動
、
埃
、
臭
い
が
発

生
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
施
設
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障
が
生
じ
な
い
時
期
、
時

間
に
工
事
を
行
う
よ
う
調
整
を
図
り
ま
し

た
。
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た
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最
盛
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を
迎
え
た
際
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狭
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搬
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借
り
し
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あ
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し
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